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25/10/21 第9回官民検

4



実施項目 実施時期 備 考

WGキックオフ会議 4月23日
・WG概要説明、CI値算定フレームワーク説明
・次世代燃料の環境価値認証・移転制度紹介
（経済産業省）

業界記者説明会 5月15日 ・WG概要の対外説明

過去のDME調査結果を踏まえた課題整理、
試験方法の検討

5～8月
・過去のDME燃焼試験結果の精査
・今回の燃焼試験方法及び装置の検討 等

環境価値測定、管理モデル及びCI値算定方法
に関する勉強会

7～9月
・左記に関する知識共通化のための勉強会の
開催（講師：Booost社植村様・全4回）

経済産業省 助成事業申請 7月22日

・初期的な燃焼試験、CI値算定作業について、
経済産業省の「標準開発FS調査補助事業」を
活用（経済産業省 イノベーション・環境局 
基準認証政策課）

同 助成事業採択 8月12日 ※10月8日に事業費補助金交付決定

第２回WG会議 10月2日
・補助事業採択の報告
・燃焼試験、CI値算定初期作業の説明

１．rDME混合LPガスの実用化検討ＷＧ 2025年度上期活動について
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⚫ WGをキックオフし、燃焼試験、環境価値測定のための事前作業を実施。
⚫ 経済産業省の補助事業にて、今年度の燃焼試験・CI値算定に関する初動作業に取り組む。
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LPガス産業 2030 アジェンダ rDME混合LPガスについて 8
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2．燃焼試験 作業進捗 10

実施項目 実施時期 備 考

助成事業 交付決定 10月8日 ・事業開始

装置、資材検討、発注開始 10月8日～ ・実験に必要な装置・資材を精査、発注開始

品質検討部会 10月17日
・燃焼試験機種及び試験方法の確定
・必要機種を発注

試験方法詳細の検討 10～11月
・具体的な試験方法をJIA及び日本LPガス協会
で検討

機材・資材納入、セッティング ～11月末
・プロパン・DMEボンベ、家庭用コンロ、
ガスクロマトグラフ等、調達済

※ガス混合機の納品後、実験開始

⚫ 10月2日の第2回WGを経て、日本ガス機器検査協会（JIA）と日本LPガス協会により、試験方法、
必要機材・資材を検討。10月8日の交付日以降、順次発注を開始。

⚫ 10月17日の品質検討部会にて、家庭用コンロ6機種（ハイエンド・汎用）の安全性、使い勝手の試験の
実施を決定。

⚫ 現在ほぼ機材・資材が揃い、12月8日週から実験開始。

1月末までに全試験を終了させる予定。



燃焼試験 実施計画（１） 11

1．目的
プロパンにジメチルエーテル（DME）を混合した燃料（以下「混

合燃料」と略）を家庭用ガス機器で燃焼させ、安全に燃焼可能な
DME濃度の範囲の探索及び燃焼時の問題点や課題を確認することを
目的とする。なお、実際に混合するDMEは再生可能資源から製造さ
れたDME（renewable DME, rDME）であるが、現時点で入手できな
いため、本試験ではその代替として現在市場に流通している製品
DMEを使用する。

2．試験の概要
プロパン及びDMEを充てんした容器の気相から採取したガスを混

合器により既定の割合で混合し、家庭用ガスコンロで燃焼させ、4．
に記載する試験項目について確認を行う。試験用ガスの組成は3水
準とし、過去の試験結果を参考に、最初にプロパン85％、DME15％
で試験を実施し、その結果に応じてDMEの濃度を変更して試験を行
う。

3．試験用ガスの組成
試験に供するガスの組成を表1に示す。最初にガス組成①で試験

を行い、問題がない場合はガス組成②、問題がある場合はガス組
成③で行う。その後、DMEの混合上限を探るため適宜濃度を変更し
て試験を行う。

なお、混合装置の精度の制約により、濃度比は5%刻みとする。

4．供試ガス機器
この試験で対象とするガス機器の一覧を表2に示す。コンロは手

動ガス栓３機種、自動ガス栓３機種とし、特に自動ガス栓につい
ては、DME添加により性能に影響を与える可能性が相対的に高い、
様々な機能が付加されているハイエンド向けを選択した。



燃焼試験 実施計画（２） 12

5．試験項目
混合燃料を家庭用ガス機器に使用した場合、燃焼性能に影響を

与える可能性がある項目を選定する。ガスグリル付きコンロの試
験については、JIS S 2093:2019 家庭用ガス燃焼機器の試験方法、
JIS S 2103:2019 家庭用ガス調理機器に定められた方法により実
施する。その他のガス機器の試験項目については、別途協議を行
う。

① ガスグリル付こんろ試験項目（JIS S 2103:2019 表5）
・燃焼状態（無風状態）※ 
・電気点火性能 
・安全装置（立消え安全装置及び調理油過熱防止装置）

② その他の項目
・手動器具栓式については、特に火力調整時の不具合の有無に
ついて確認する。

・使い勝手の確認として、湯沸かし時間の確認、ダミー食材を用
いた温度上昇挙動の確認、グリルのエネルギー消費量の確認を
行う。ただし、スケジュールに応じて項目を調整する可能性が
ある。

・排気ガスの臭気について、可能な範囲で確認する。
・CO及びCO2の測定（JIS S 2093:2019 、JIS S 2103:2019 及び

JIS S 2109:2019による）

6．試験実施者及び試験実施場所
(一財)日本ガス機器検査協会
大阪事業所（大阪府大阪市淀川区三津屋北2-22-62）

7．試験用品（ガス器具を除く）

8．スケジュール



燃焼試験の作業スコープについて

家
庭
用
機
器

工
業
用
・業
務
用
機
器

そ
の
他

消費機器 供給機器 等 貯蔵・配送設備

ガスコンロ

暖房機
衣類乾燥機
床暖房

エネファーム 等

小型貫流ボイラ
GHP

マイクロコージェネ設備
施設園芸用加温機・GHP

等

自動車（オートガス）
舶用燃料

都市ガス混合 等

ガス栓
ガスホース
圧力調整器
ガスメーター
フレキ管

各キャップ・カバー 等

（ガス漏れ警報器）

各種工業用・業務用
機器の供給機器

各供給機器

基地・充填所設備、
配管、機器 等

シリンダーボンベ
バルク
タンク

タンクローリー

安全性試験燃焼試験／安全性試験 安全性試験

【
用

途

】

【使用場所】
6機種について試験実施
①安全性の検証
②使い勝手の一部検証(調理時間 等）
③低炭素効果の検証 等

次年度
以降
（検討）

2025年度下期
（初動作業）

給湯器
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CI値算定 作業進捗 15

実施項目 実施時期 備 考

既存LPガスのCI値算定方法精査 10月中
・2009年のLPガスのCI値算定方法
（日本工業大学）の精査

rDMEに関するCI値算定のための情報収集 11月初旬 ・Booost社と三菱ガス化学が打合

作業スコープ、スケジュール確定 11月10日
・上記を踏まえ、必要な収集データ、方法、
スケジュールをBooost社と日本LPガス協会
で確定

LPガスのCI値算定（更新）に関する元売会社
に対する説明会

11月27日
・LPガスのCI値を更新するための調査方法、
具体的データ、作業スケジュール等を説明

⚫ 10月2日の第2回WGを経て、Booost社と日本LPガス協会により、算定方法、必要データ、作業スケ
ジュールを検討、確定。

⚫ 11月27日の元売会社に対する説明会を皮切りに、本格的に作業開始。

年内に既存LPガスのCI値更新のためのデータを収集し、1月中旬～下旬に算定結果を環境評価部会に
報告。
その後、元売各社との協議等を経て、 rDMEのCI値算定とともに、低炭素化効果を検証。



（2）CI値算定作業について 16

・三菱ガス化学と確認済
・NDA締結の上、必要データの
収集を実施（1月予定）

・前回算定方法を検証済
・LPガス元売各社からデータ収集
（説明会実施済）
・12月中に情報収集を実施予定

・rDMEのCI値算定のCradle-
to-Grave（燃焼まで）の算定
結果
・rDMEのCradle-toGateは
三菱ガス価格の算定結果を活用

・化石燃料由来のLPGのCI値更新
作業（輸入元国構成の見直し、
LPGタンカーの燃費データが
とれる場合は更新 等・rDME混合LPガス（混合割合は

燃焼試験から）における
Cradle-toーGraveのCO2

削減効果
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今後の予定について 21

●第4回WG ： 2026年1月末～2月初旬

・燃焼試験結果（品質検討部会）
・CI値算定結果（環境評価部会）
・検討、議論

●助成事業報告 ： 2月末まで

●第5回WG ： 3月初旬～中旬

・最終報告
・次年度以降の作業計画

●第10回官民検 ： 3月19日

・年度作業報告
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